第４課題　施設・設備及び事務に関する課題

児童生徒の安全を守るために　
～教育環境の安全確保
　　各校の現状と課題をさぐる～
　　　　　　　　　　　　　　　中巨摩支部

Ⅰ　はじめに
　近年の学校を取り巻く環境は，かつてないほど多様なリスクに直面している。今年の夏も経験した災害級の猛暑により，学校生活や行事の見直しや延期等を余儀なくされている。また，不審者による事案や学校への不法侵入といった社会的な脅威も，学校の安全管理体制の強化を強く求められている。このような厳しい状況下において，児童生徒が心身ともに健やかに，そして生き生きと活動し学べる環境を確保することは，学校運営の最重要課題であり，私たちは，自然状況や社会状況の変化を的確に捉え，地域の特性や児童生徒の実態に応じた安全確保の取組を，継続的かつ着実に推進していく責務がある。
　教頭が果たす役割は極めて広範で，日々の施設・設備の管理，危機管理計画（安全計画）の立案・実施，教職員の安全意識の向上，そして警察や行政，地域社会といった外部機関との協力体制の確立など，教頭の職務は多岐にわたり困難も伴っている。安全は「組織全体」の仕事とするため，教頭はいかに組織的な安全管理体制を構築し，充実させることができるのか。この問いを探求するため，本研究を進めることとした。

Ⅱ研究のねらい
　今年度は，第１３期３か年計画の３年次に当たる。この３か年で，現状の把握，課題の設定と深化，そしてまとめと研究を進めてきた。今年度，「教育環境の安全確保」という主題のもと，各校で現在行われている具体的な安全確保の内容，その方法，それによって得られた成果と改善が必要な課題を洗い出して意見交換を通じて多角的な情報を得る。この情報を自校の現状と照らし合わせ，安全性の向上を図ることをねらいとした。

Ⅲ　研究計画
　本研究は，下記のような計画に基づき，年間を通して継続的に実施した。特に第３回から第６回にわたる部会別研究を研究の中心に据え，具体的な対話を通じて課題の深堀りを行った。
第１回（ 4/ 8）　研究組織確認　研究の概要
第２回（ 5/13）　テーマ　研究内容の決定
第３回（ 6/ 3）　部会別研究（各校発表）①
第４回（ 7/ 3）　部会別研究（各校発表）②
第５回（ 7/29） 部会別研究（全体交流）③
第６回（ 9/ 2）  部会別研究④
第７回（10/2）  法制研修会
第８回（10/22） 第５９次教育研究集会
第９回（ 2/13） まとめ　次年度に向けて

Ⅳ　研究の方法
１　各校による発表・討議
　　所属する１１校をA・Bの２グループに分け，各校の発表後に討議を行った。
	月日
	部会Ａ
	部会Ｂ

	６/３
（火）
	八田小
	西条小

	
	竜王南小
	白根東小

	
	竜王東小
	双葉東小

	7/３
（木）
	双葉西小
	若草中

	
	玉穂中
	櫛形西小

	
	櫛形中
	



２　全体研究
[bookmark: _Hlk209860865][bookmark: _Hlk209860827]　　　全体研究の場でグループの討議内容を発表し，情報交換を図ることで，共通する課題や今後の研究につながる課題を確認することができた。学校種（小・中）や立地条件の異なる学校の実践発表は，教頭間の多角的な視点の共有に非常に有用だった。

Ⅴ　研究の内容
	内　容
	安全確保の方法
	成果と課題

	施設・設備の修繕や改善
　　　　　　
	・市に対する要望を行う
・社会，気候状況に応じて新しいことを要望
（体育館の空調や２階に放送設備等）
・校舎の改修や立て替え時に対策をもりこむ。
・各自で修繕する




	〇学校管理者である市に施設について知ってもらえる
○日々の点検により安全が図られている
○毎年いくつかの要望が通り，改善されている
〇緊急性があるものについては早急に対応してくれている
▲要望が叶うとは限らず，危険な状態が続くことがある。
▲優先順位を決めて要望するが，高額な場合は先送りになる

	施設管理
（防犯対策）

	・マニュアルの活用と見直し
・保護者や来校者と来校の仕方について共通認識をする
・職員の意識の向上と対応力向上
・外部機関や保護者を活用する
・施錠する


	○マニュアルに沿って日常点検や定期点検を行ってい。
〇不審者侵入を想定し，校内及び外部（警察等）との訓練をおこなっている
〇訓練前に過去の事件を職員で確認し，意識と対応について考える
○ＰＴＡによる下校時刻の地域パトロールを行うこで，不審者遭遇は減少
▲職員個々の不審者侵入の対応訓練が必要（道具・分担等）
▲安全面と利便性をどう確保すればよいのか悩みがある



１　各校の発表のまとめ（○：成果▲：課題）
	内　容
	安全確保の方法
	成果と課題

	施設管理
（安全点検）
	・安全点検表の見直しと作成
・点検場所の精選と担当を変更（複数の目で施設の安全を見る）
・安全点検の実施
・点結果をもとにした施設の修繕。来年度の要望に反映する
・点検結果をまとめて写真や動画で次年度へ引き継ぐことが有効

	○各校で実践したことによって，職員の意識をどう高めればよいか考える契機となった
〇文科省のサンプルや点検解説動画等を使い，安全点検の手法を学べた
○職員や児童生徒のヒヤリハット事例を共有することで，事故発生を防止する
▲慣れによる見落としが出てしまう
▲学期ごと，また前期・後期などと変えると分担し直す手間や時間がかかる
▲職員に当事者意識をどう持たせていけばよいかを今後も考えていく


	通学路の安全確保
	・保護者，地域の見守りを実施
・職員・保護者による通学路点検を実施
・学校運営協議会がスタートしていることから，地域と連携して危険個所の対応をしていくことも検討
	○地域の方々に見守っていただけるのは，ありがたい
〇全家庭に個別で点検してもらい，保護者に安全について関心をもってもらう
〇たくさんの目で危険個所について確認ができ，注意喚起もできる
▲倒壊の危険がある空き家等は，私有物のため対策が難しい
▲旗振り当番等，地域によって不公平感をもち，地区ＰＴＡで解消できない
▲地域の見守りボランティアの高齢化





	内　容
	安全確保の方法
	成果と課題

	防災対応
	・災害時の避難経路の見直しを行うことで，混雑の緩和
・地域防災対策等の訓練
	〇共助の視点で，生徒の自主性で行う取組も考えられる
〇小中で連携。中学生が小学生をリードできる
▲連携をするためには，小中で情報共有することが重要であるが大変


本課題に所属する１１校それぞれの学校や地域，行政の実態を受け，安全確保における取組が報告された。どの学校も，安全を確保するために学校だけでなく，地域や児童の実態に合わせて工夫して取り組んでいることが分かった。
　各校の現状と対策，課題について以下の視点から，討議を行った。
　①教育環境の安全確保
学校の安全点検の徹底が，災害や事故を未然に防ぐための重要な柱として認識されていた。単なるルーティン化を防ぐため，点検箇所の見直しや担当職員の分担変更を行うことで，職員の安全意識の向上と見落としの防止を図っていることが挙げられた。また，点検の効率化を図るために，点検場所の精選も進められていた。具体的には，文部科学省が提供する点検サンプルや解説動画を活用し，職員の知識と技能の標準化を図り，質の高い点検に繋げている事例が挙げられた。これは，安全確保の知見と手法を組織全体で共有する有効な手段であると考えられる。課題としては，複数の目で見ることは有用であるが，限られた人数での対応や分担変更による手間と時間がかかることなどが挙げられた。
②学校事故に対する対処
　学校事故が発生した際，その後の対応が児童生徒の心身の安全と保護者・地域との信頼関係に大きく影響する。各校は，緊急時の連絡体制や危機管理マニュアルの周知徹底に努め，事故発生後の情報共有と記録の厳正化を徹底し，再発防止に向けた具体的な改善策を導き出す体制が大切である。
③登下校時の安全を守る
児童の登下校時の安全確保は，学校の安全管理を地域全体で支える取組の象徴と言える。多くの学校で，保護者や地域住民を巻き込んだ通学路点検，集団での見守り，防犯パトロールといった活動が活発に実施され，子どもたちの安全な登下校が確保されている。この活動は，学校と地域が連携を深める上でも大きな役割を果たしている。一方で，活動への保護者・地域における取組の温度差や，長年の活動を支えてきた見守りボランティアの高齢化という課題が報告された。新たな協力者を巻き込むための地域への働きかけが必要とされる。また，通学路点検により，空き家や倒壊の危険がある建物が危険個所として挙がってくるが，私有物のため対策が難しいことがある。今年度スタートした学校運営協議会を通し，地域や警察などの外部関係部署と連携していく意見も出された。
④防災・防犯対策
地震や火災などの災害を想定した避難訓練では，各校が工夫をして実施していた。例えば，石垣に囲まれた学校では，地震により石垣が崩れることも想定し，地震と火災で避難経路を意図的に変えて訓練を実施していた。職員と児童が状況に応じて自ら考え，行動する実践的な訓練となっていた。また，人員点呼の方法も議論の対象となり，小学校での学級担任による点呼に加え，中学校での教科担任による点呼確認は，今後教科担任制の導入を進める小学校において，緊急時の確実な人員把握という点で大いに参考となると考えられる。小学校，中学校，地域住民が参加する協働防災訓練の実施事例は，コミュニティスクールの理念を具体化するものである。学校と地域がWin-Winの関係性を構築し，災害時を想定した「実質的な訓練」を通じて，緊急時の支援体制の確立に役立つと考えられる。そこでは，炊き出しの準備や救命救急法の講習などの地区別協働訓練に小中学生も参加する。また，中学生は地域の危険個所の説明，発表を行う。この訓練を通して子どもたちも「自分の身は自分で守る」「自分たちでもできることを考える」ことが期待される。
不審者や侵入者への防犯対策も重要性が増している。単に避難経路を確認するだけでなく，職員の初期対応能力を高めるための訓練が不可欠である。防犯訓練を行った学校からは，侵入者を自由に移動させてしまったこと，侵入者をひとつの場所に留まらせたが，児童と一緒にいる職員には状況や情報が伝わらないこと，そして，侵入者と「対峙」するということがなく訓練が終了してしまうことなど問題点が挙げられた。また，学校には多くの人々が訪れることから，校門・通用口の施錠や来校者への声かけや確認の徹底が必要であることが話し合われた。マニュアルどおりにはいかない状況判断を伴う避難行動や対処の訓練を警察などの専門機関の協力を得て定期的に実施し，実効性の高い対応力を養う必要がある。

Ⅵ　成果と課題
１年次における学習会では「学校事故」に対する共通認識を図った。全国で毎年同じような事故が繰り返されている現状とその要因について知り，学校事故を未然防止する意識を高めることができた。
２年次は熱中症対策についての学習会を行った。実際にあった事例を共有し，対処方法と課題を確認した。秋から春に移行した運動会への取組中での事故であり，テントの設置やWBGTの測定などの暑さ対策や休憩，水分補給の指導も行われていた。前日との気温差や暑熱順応が間に合わない等の要因が考えられた。いつどこの学校で起きてもおかしくないような条件であり，出席した全員が真剣に聞き入り，考えていた。
３年次は，全体研究の場でグループの討議内容を発表し，情報交換を図った。共通する課題だけでなく，地域的な特色や規模，また小学校，中学校における異なる課題を知り，多角的な視点で学校安全を考える機会となった。
研究を通して一番の成果は，多くの学校の現状を知り，たくさんの情報に触れることができたことである。他校，異校種の現状を知ることで自校の取組を見直すことができ，成果の出ている安全対策を実際に取り入れることができる。この３年間の研究の成果と課題を次年度以降の研究につなげていきたい。
（文責　三井啓郎）
